


































































第６回：２０１１年 ９月２４日 北海道教育大学札幌駅前サテライト 
 ・文章における共起語率の分布（山崎誠） 
第７回：２０１２年 ７月 １日 お茶の水女子大学 
 ・学術論文における専門用語の分野基礎性に関する一考察（内山清子） 
 ・状態空間表現を用いた文章の特徴付けの試み（馬場康維・小森理） 
第８回：２０１２年１０月２８日 国立情報学研究所 
 ・接続表現二重使用のジャンルによる偏り―BCCWJ「中納言」検索結果に基づいて―（馬場俊臣） 
 ・学術論文の分野・タイプによって構成要素の出現はどう変わるのか― 一編の論文が持つ異な
る属性に注目して―（清水まさ子） 
・明示的な構成を持つテキストの語彙的特徴（山崎誠） 
 
なお、上記とは別に名古屋大学で開かれた2012年日本語教育国際研究大会で以下のパネルセッシ
ョンを行った。 
パネルセッション「構成要素の出現状況に基づく文章・談話の構造分析」（2012年8月19日） 
 ・テキストのタイプ・構成と語彙的結束性との関係（山崎誠） 
 ・多義語の出現環境と意味実現との関連（大塚みさ） 
 ・『ていた』のテクストの違いによる機能の違い（江田すみれ） 
 ・論証型論文における構成要素の特徴とは何か（清水まさ子） 
 
